
循 環 器 内 科 

講演会 

〇 山本展誉 

県立延岡病院における新規降圧薬を用いた高血圧治療の実際 

大塚・ノバルティス 世界高血圧デー 2024.5.17 , 宮崎 

 

〇 伊藤美和 

かかりつけ医のためのわかりやすい循環器講演会 

『不整脈診療を考える〜ガイドライン改訂を踏まえて〜』 

第一三共  2024.6.12 , 宮崎 延岡 

 

〇 伊藤美和 

１次予防について考える 

BIOTRONIC Web Conference. 2024.8.21 , Web  

 

〇 伊藤美和 

心房細動の最新トピックス 

トーアエイヨーWeb Conference. 2024.9.4 , Web 

 

〇 山本展誉 

ここまで進んだ心不全治療 

県民健康講座 2024.12.18 , 当院 

 

 

国際学会 

〇 European Bifurcation Club 2024, ドイツ、フランクフルト (WEB 参加) 2024/8/3-4  

Kurogi K, Tokai T, Shirahama Y, Yamamoto N, Serikawa T, Ishii M, Tsujita K. 

Real-time intravascular ultrasound guidance versus angiography guidance for left anterior 

descending artery ostial stenting 

 

〇 APHRS 2024. 26-29 September 2024, Sydney 

Miwa Ito 

Comparison of Two Cryoballoon System for Pulmonary Vein Isolation 

 



国内学会 

〇 KOKURA Live 2024, 2024.5.11-12, 福岡県北九州市 

黒木 一公 

CTO basic: 私が考えるアプローチとガイディングの選択の重要性 

 

〇 第 345 回 内科学会九州地方会 2024.5.25 内科専攻医賞受賞 

伊豆元心太郎 

良好な転帰を得た冠動脈多枝病変を有する重症虚血性心不全の一例 

 

〇 宮崎ハートフォーラム 2024.5.31 

伊豆元心太郎 

当院における IMPELLA を使用した心不全治療 

 

〇 第4回日本不整脈心電図学会 九州地方会.2024.6.1 , 福岡 

伊藤美和 

当院におけるCRT初回植え込みとUp gradeによる予後の比較 

 

〇 伊藤美和 

徐脈・デバイス治療１ ショートレクチャー；ICD１次予防の適応について 

 

〇 第136回日本循環器学会九州地方会.2024.6.29 , 鹿児島 

伊藤美和 

働き方改革について；コメンテーター 

 

〇 日本不整脈心電図学会. 2024.7.19 , 金沢 

 

 

スポンサードセミナー 

〇 伊藤美和 

心房細動患者における最適なフォローアップを考える 

-心房不整脈治療の新たな選択肢- New Deviceを使いこなせ！ 

 

〇 Miwa Ito 

Comparison of Two Cryoballoon System for Pulmonary Vein Isolation 

 

 



〇 第 32 回 日本心血管インターベンション治療学会(CVIT) 学術集会 2024 (2024.7.25- 

27) , 札幌市 

 

パネルディスカッション 

〇 黒木 一公 

当院の CTO 症例での心臓 CT 活用法  

 

 

OCT/OFDI研究会 基調講演 

〇 黒木 一公 

マルチモダリティで評価する石灰化治療～CTとOCT/OFDI 

 

 

一般演題 

〇 伊豆元心太郎 

複雑分岐部病変に対するmodified jailed balloonテクニックとReal JABテクニックの戦 

略的併用 

 

 

メディカル一般ポスター  

〇 Kazumasa Kurogi,  Tatsuya Tokai,  Shintaro Izumoto,  Takayuki Mori, Teppei 

Murata,  Nobuyasu Yamamoto. 

Real-time intravascular ultrasound guidance versus angiography guidance for left anterior 

descending artery ostial stenting  

 

〇 日本心血管インターベンション治療学会(CVIT) 第 37 回九州地方会 2024.8.23-24 , 佐賀市  

 

 

Young Investigator’s Award (YIA) 

〇 東海 達也 

リアルタイム IVUS ガイドで造影剤を使用せずに適切な留置を行うことができた 1 例 

 

〇 山本展誉 

YIAセッション；審査員 

 

 



ランチョンセミナー 

〇 黒木 一公 

Ryusei for ACS 

 

 

一般演題 

〇 森 隆之 

治療方針に悩んだ低左心機能の冠動脈 3 枝病変（2 枝 CTO）の一例 

 

〇 カテーテルアブレーション関連秋季大会. 2024年10月10日 , 大阪 

伊藤美和 

心房細動カテーテルアブレーション術後の長期ホルター心電図の有用性についての検討 

 

〇 Complex Cardiovascular Therapeutics (CCT) 2024 2024/10/24-26 , 神戸市 

Kazumasa Kurogi 

How to use debulking devices in stentless PCI  

 

〇 第 46 回 九州虚血性心疾患研究会 2024.10.19 

伊豆元心太郎 

心原性ショックに対して Impella サポート下で PCI を行った ACS 症例について 

 

〇 県北学術研究会 2024.10.29 

伊豆元心太郎 

当院における Impella を用いた心原性ショック/心不全に対する治療戦略について 

 

〇 ARIA (Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement) 2024, 11.21-23 , 福岡市  

黒木 一公 

ACS での分岐部治療 

 

〇 黒木 一公 

石灰化の BEST な治療法：RA/OA 後に IVL を使いたい症例 

 

〇 黒木 一公 

10min 非ハイボリューム、マスターのいない施設で CTO を学ぶ方法 

 

 



〇 森 隆之 

Guidewire Bias Control を意識した OAS＋ROTA Combination Therapy で石灰化処理しステ

ントレス治療が行えた症例 

 

〇 第137回日本循環器学会九州地方会.2024.12.14 , 大分 

伊藤美和 

YIA臨床研究セッション；審査員 

 

〇 植え込みデバイス関連冬季大会. 2025.2.21 , 福岡 

伊藤美和 

当院における ICD 適応症例に対する植え込みの現状 

 

〇 J-Calc (Japan calcification club) 2025, 大阪市 (2025.3.14-15) 

黒木 一公 

石灰化病変治療に活かす心臓 CT 

 

〇 第 89 回 日本循環器学術集会 2025.3.29 , 横浜市 

伊豆元心太郎 

Identifying the Slow-Flow and No-Reflow Risk in Acute Coronary Syndrome Patients Undergone 

Prolonged Inflation with Perfusion Balloon Bfore Stenting 

 

 

PCI ライブオペレーター 

〇 KOKURA Live 2024, 2024.5.11-12 , 福岡県北九州市 

黒木 一公 

 

〇 ARIA (Alliance for Revolution and Interventional Cardiology Advancement) 2024, 11.21-23, 福岡市  

ARIA2024 「石灰化病変」 PCI ライブオペレーター , 

黒木 一公 

 

 

原著論文 

〇  Kurogi K, Tokai T, Shirahama Y, Yamamoto N, Serikawa T, Ishii M, Tsujita K.  

Real-Time Intravascular Ultrasound Guidance Versus Angiographic Guidance for Precise Left 

Anterior Descending Artery Ostial Stenting. Am J Cardiol. 2024 Sep 1;226:36-39. 

 



〇 志場 伸朗（広島大学 大学院医系科学研究科集中治療学）、村田哲平 他 

日本版敗血症診療ガイドライン 2024、日本救急医学会雑誌(0915-924X)35 巻 S1 PageS1-

S149(2024.12) 

 

〇 村田哲平 他 東京都 CCU ネットワーク学術委員会 

「東京都循環器救急の現状と未来予想図」-この 10 年に私たちは何を捉え、次の 10 年に何

を予測するか- 高リスク肺塞栓症の 10 年間の動向（2010－2019） 

ICU と CCU（0389－1194）48 巻別冊 Page S85-S89（2024.12） 

 


